
令和6年度　全国学力・学習状況調査の結果について 富田林市立金剛中学校

【学力状況調査】　　＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

全体的な状況 課題 全体的な状況 課題
・すべての領域において、全国、大阪府より平均正答率が高い。 ・図や短歌に関する問題は、課題が見られる。 ・知識・技能の観点の問題については、正答率が高い。 ・説明する問題は、課題が見られる。

・とくに、A 話すこと・聞くこと、B 書くことの観点の問題については、 ・計算の基礎基本がしっかりと定着している。

　平均正答率が全国、大阪府と比較して有意に高い。 ・無解答率が低く、問題解決への意欲の高さがうかがえる。

・すべての設問で、無解答率が全国、大阪府よりも低い。

成果 課題解決に向けた取組み 成果 課題解決に向けた取組み
・日々の授業の中でノートやプリント、ICT端末等を ・授業で、図や短歌に触れる機会を増やす。 ・日々の授業で、計算問題などの演習に取り組む時間を ・グラフの読み取りや、箱ひげ図の比較など、読解的な問題を

　活用しながら、課題や発問について、考え、話し合い、   増やしたり、グループごとに協力して問題に挑戦させることで 　解く機会を増やす。

  文章にまとめる時間を設定している。   解答する意欲や基礎的な力はついていると思われる。

【学習状況調査】
状況が良好な主な項目 本校 府 全国 課題を残した主な項目 本校 府 全国

93.2 77.9 80.2 45 39.8 32.5

93.2 76.7 77.6 人の役に立つ人間になりたい 93.2 94.6 95.2

82.7 67.2 64.8 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 73 72.8 76.1

全体的な状況 課　題
・ICT機器が身近にあるため、学習以外での使用時間が必然的に増えている。
・ICT機器の活用で学校内で完結できる場面が多く、教育活動で校外へ出る機会が減少し社会や地域と触れ合う場面が
　減少している。

成　果 課題解決に向けた取組み
・ICT機器の活用について、「情報モラル」「使用上の注意」等を改めて確認する。
・アフターコロナの今、社会や地域と関わりある新たな教育活動を推進する。

○保護者のみなさんへ（全体を通じて）

ICT機器を活用し自分のペースで理解しながら学習を進めることできる

ICT機器を活用し自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができる

自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよ
う、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表した。

・全項目中７割の項目で全国平均を上回る肯定的で前向きな回答となりました。特に「ICT機器を活用した学
習の成果」に関する項目が全国よりも大きくポイントを上回り、各教科においてICT機器を有効的に活用できて
いることがうかがえました。

平日１日あたりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンで
SNSや動画視聴などをしますか？（ゲームや学習を除く）【３時間
以上の回答】

・ICT機器を活用し自分のペースで学習を進めることができている。また、同時に学びを自分の中にとどめるこ
となく仲間の考えや意見に触れ、柔軟に考え方を再構築できる力がついてきている。

　調査実施要領にありますように、本調査結果は、学力や学習状況の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面でありますが、学校として以下の結果について真摯に受け止め、子どもたちの学力並びに学習意欲の向上に努めてまいりま
す。保護者のみなさんのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

【　　国　　　語　　】 【　　数　　　　学　　】

・どの問題においても、全国平均・大阪府平均に対して同等または上回っており、普段の学習活動に前向きに取り組んでいる成果がでています。無回答率も低く、問題解決への意欲の高さがうががえます。
・家庭生活関係（朝食を食べている、就寝起床時間等）の回答全般では規則正しい生活ができていることがわかり、ご家庭での安定した生活が学校生活の安定にも繋がっていることがわかりました。
・「相手の意見を尊重する」「相手の意見を聞いて自分の考えを見直す」「相手にうまく伝えるために工夫する」等、自分の納得や理解だけにとどまらず、仲間とともに進めている協働学習の成果が出てきています。
・ＩＣＴ機器の活用が学校で定着したと同時に、その活用方法が学習以外の場面でも増えてきました。学校において「ＩＣＴ機器の使用上の注意」を再度確認いたします。
　各ご家庭におかれましても、携帯電話やスマートフォンの使い方について、今一度ルールのご確認をお願いいたします。
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